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　平成３０年度明るい選挙啓発ポスターコンクールに応募された市
内中学校（６校）の皆さんの作品を市役所本庁舎１階に展示しました。
　県の審査会において佳作に選ばれた湖陵中学校１年生の三原夕奈
さんの作品をはじめとする１３作品はいずれも力作揃いでした。
　本年４月には、島根県知事選挙・島根県議会議員一般選挙も
予定されており、ポスターの展示を通じて公正で明るい選挙を呼び
かけました。

　１２月９日、島根大学外国語教育センター 佐藤智照准教授による
「やさしい日本語研修会」を開催しました。「やさしい日本語」とは、
難しい言葉や敬語を使わない、複雑な言い回しをしないなど、外国
人に限らず、子どもや高齢者、障がいをもった人など、誰でも分か
りやすい日本語であることを学びました。
　その後、実際に「やさしい日本語」を使って困っている外国人を
助けるというグループワークを行いました。外国の方にも来ていた
だき、みなさんにどのような言葉を使えばより伝わりやすいか試行錯誤しながら楽しく取り組みました。

　ゆかりのある著名人の方に『出雲』への思いを語っていただく出雲
市応援メッセージ動画に出雲市出身のタレント（フードファイター）、
そしてチャンネル登録者数が50万人を超えるYouTuberでもある
『ロシアン佐藤』さんにご出演いただきました。
　１１月２６日、地元である斐川町の荒神谷遺跡と道の駅湯の川で

撮影を行い、各スポットや、特産の出西生姜を使った料理を紹介していただきました。
　ロシアン佐藤さんの動画は、市の公式ＹｏｕＴｕｂｅで公開していますので、ぜひご覧ください。
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女　性： 90,390人
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平成31年2月28日（木）です。期限までに忘れずに納めましょう。
納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

2
固定資産税・都市計画税（第４期）、国民健康保険料（第８期）、
後期高齢者医療保険料（第８期）、介護保険料（第６期）の納期限は

出雲市応援メッセージ動画
『ロシアン佐藤さん』の動画撮影を行いました。

市では、フェイスブック（Facebook）、ツイッター（Twitter）、ユーチューブ（YouTube）、ライン（LINE）で、情報発信しています。
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出雲市出身 JICA青年海外協力隊員が出発を前に市長を表敬訪問
　１２月１４日、ＪＩＣＡが派遣する青年海外協力隊員としてアフリカ・
ザンビア共和国で活動される出雲市出身の原 悠さんが、出発を前
に、長岡市長を表敬訪問されました。配属先となるキャワマ中等学
校では総合理科と物理を担当されます。原さんは、「日本よりも１ク
ラスの生徒数が多く、授業時間も短い中でどこまで子どもたちに
分かりやすく教えることができるか工夫したい。目標は自分が去った
あとでも、自分の教え方（実験や資料）が残るようにしたい」と
熱い想いを語っていらっしゃいました。
　健康に気をつけて、現地でのご活躍をお祈りします。

　北浜小学校の児童が地域の特産物である「十六島のり」
の海苔つみを体験しました。この海苔つみは、本来、特別
な権利を持つ限られた人のみに許されたものですが、子
どもたちの地域産業や伝統文化への理解を深めるため、
地域の皆さんの協力のもと、毎年実施されています。

十六島のりつみ

「やさしい日本語」研修会を開催しました。

明るい選挙啓発ポスターコンクール応募作品を展示
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